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私たちパルシステム山梨は、パルシステムグループの一員として「心豊かなくらしと共生の

社会を創ります」を基本理念としています。産直を通じて消費と生産をつなぎ、互いが助け合

い、資源循環と持続可能性のある社会づくりを追求している生活協同組合です。 

 

私たちは、遺伝子組み換え技術は環境と健康に影響を与える懸念があるため反対してきてい

ますが、ゲノム編集など新たな遺伝子操作技術についても、同様にさまざまな懸念があり、将

来に禍根を残す可能性のあるものとして拙速な実用化には反対します。ゲノム編集技術によっ

て作出される作物や動物等(以下「作物等」)の一部が規制の対象外とされようとしていること

を憂慮しています。報告書案に関して、以下の通り意見を述べます。 

 

記 

 

(1)すべてのゲノム編集作物等を規制の対象とすることを要望します。 

報告書案の根拠は、従来技術と区別できないという理由で、遺伝子組み換え作物にあたらな

いゲノム編集作物等を規制対象外としています。オフターゲット作用その他遺伝子操作の過程

で起こる遺伝子の想定外の変化に関する詳細な検討が行なわれず、ゲノム編集作物等に対する

不安は残されたままです。安全性審査は個別の作物等について実施する必要があるので、すべ

てのゲノム編集作物等を規制の対象とすることを要望します。 

 

(2)すべてのゲノム編集作物等及びその加工品を表示の対象とすることを要望します。 

ゲノム編集作物等に対する不安が消費者にあることから、消費者の選択する自由の保障をお

願いします。安全性審査が行なわれない場合があれば尚更です。リスクコミュニケーションの

一環として新開発食品調査部会でも表示の必要性が指摘されています。すべてのゲノム編集作

物等及びその加工品を表示の対象とすることを要望します。(消費者庁所管の事項ですが、部

会の議論を受け貴省からも強く要請するよう要望します) 

 

(3)すべての遺伝子操作作物等を包括的に規制することを要望します。 

ゲノム編集技術以外にも、次々に新しい遺伝子操作技術が開発、研究されてきています。そ

れぞれの技術について、また一から検討、議論することは無駄だと考えます。すべての遺伝子

操作技術は、遺伝子操作の過程で想定外の遺伝子の変化を起こす可能性が否定出来ません。遺

伝子操作技術について包括的に規制と表示の対象とすることが、合理的であり、消費者の望む

ところです。法改正を行ない、遺伝子組み換え作物等から遺伝子操作作物等に規制・表示の枠

組みを替えることを要望します。 

 

以上 


